
-
金
丸
弘
美

か
な
ま

i
-
ひ
ろ
み
食
環
境
ジ
ヤ
ナ
リ
ス

ト
。

…
1
9
5
2年
生
ま
れ
。
執
筆
活
動
の
ほ
か

食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
手
が
け
る
。
著
書

に

「ゆ
ら
し
い
島
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
』
(学
研
)、

『創
造
的
な
食
育
ワ
!
?
シ
ョ
ッ
プ
』
(岩
波
書

庖
)、

『田
舎
カ
ヒ
ト
・
夢
・
カ
ネ
が
集
ま
る
5

つ
の
法
則
』
(N
H
K生
活
人
新
書
)
な
ど
多
数
。

食
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
階
上

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
る
。

一居
住
と

食
と
生
活
用
品
が
一
緒
に
な
る
と
い
う
ゐ

の
だ
。昔

の
商
庖
街
は
居
と
食
と
生
活
の
庖
が

一
緒
だ
っ
た
。
町
に
は
野
菜
や
魚
を
リ
ヤ

カ
ー
で
引
き
売
り
に
毎
日
や
っ
て
く
る
。

町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
貨
や
気
軽
な
飲
食

庖
が
あ
り
、
生
活
用
品
が
徒
歩
圏
で
手
に

入
っ
た
。
じ
つ
に
豊
か
だ
っ
た
の
だ
。

一

丸
亀
町
商
庖
街
は
、
か
つ
て
の
商
庖
街

の
新
た
な
再
生
で
あ
る
。
近
代
的
な
建
築

の
な
か
で
デ
ザ
イ
ン
性
も
新
た
に
生
み
出

そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

食 古
プ這
ロ盟
芝居s街

ー卜

丸亀町商庖街にできたブッフ工「やさしい食卓jで、パワ

ポイニιトを使い解説をする[食調査チームJのメンバーと、

瀬戸内海で採れる二枚員「たいらぎ」の木の芽酢味噌和え。

-
F

主

川
県
高
松
市
の
丸
亀
町
商
庖
街
に

at毎
月
通
う
こ
と
と
な
っ
た
。
加
年

も
現
地
で
町
づ
く
り
を
手
掛
け
て
い
る
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
西
郷
真
理
子
さ
ん
と
総
務
省

で
知
り
合
い
、
「
食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
欲
し
い
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

丸
亀
町
商
庖
街
の
こ
と
は
前
か
ら
興
味

を
も
っ
て
い
た
。
土
地
の
所
有
権
と
使
用

権
を
分
け
て
法
人
で
運
営
さ
れ
、
再
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
の
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
た
庖
舗
を
誘
致
し
、
居
住
環
境
ま
で
作

っ
て
い
る
。

一
新
た
に
「
食
」
を
テ
l
マ
に
開
発
を
手

掛
け
て
い
る
と
い
う
。
構
想
の
絵
図
を
み

る
と
、
野
菜
や
魚
な
ど
の
市
場
、
イ
l
ト

イ
ン
、
デ
リ
、
パ
ン
屋
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

レ
ス
ト
ラ
ン
、
生
活
雑
貨
な
ど
、

テ
ー
マ
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
ロ
ハ
ス
(
口
同
0
・

2
1
2
0同
国

R
E
F
〉
ロ
〈
目
的
ロ
巴
白
山
口
同
'

z-X吋
)
」
と
「
ス
ロ
ー
プ
l
ド
(
巴
。
老

司
。
。
門
戸
)
」
が
あ
っ
た
。
ロ
ハ
ス
は
、
ア
メ

リ
カ
で
提
唱
さ
れ
始
め
た
マ

l
ケ
テ
寸
ン

グ
で
、
健
康
で
持
続
性
の
あ
る
ラ
イ
ブ
ス

タ
イ
ル
を
ベ

l
ス
と
し
た
商
品
開
発
を
さ

し
て
い
る
。

ス
ロ
ー
プ
l
ド
は
、
イ
タ
リ
ア
の
N
P

O
の
団
体
名
で
、
彼
ら
は
地
域
に
根
ざ
し

た
食
の
商
品
開
発
か
ら
出
版
、
一教
育
董
末
、

大
学
運
営
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
下
、
さ
す
に

町
づ
く
り
の
政
策
提
言
ま
で
じ
て
い
る
事

業
体
で
あ
る
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
州
政

府
、
市
な
ど
の
補
助
金
を
得
て
、
地
域
特

産
物
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
観
光
ツ
l

身
近
な

リ
ズ
ム
ま
で
の
連
携
ま
で
も
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
丸
亀
町
商
庖
街
が
中
心
と
な
り
、

周
辺
の
農
家
、
漁
港
の
魚
な
ど
地
域
の
食

の
調
査
を
行
い
、

1
年
間
の
カ
レ
ン
ダ
ー

と
テ
キ
ス
ト
に
ま
と
め
、
商
庖
街
の
レ
ス

ト
ラ
ン
と
連
携
さ
せ
て
、
料
理
展
開
ま
で

を
具
体
化
し
、
消
費
者
に
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
た
な

メ
ニ
ュ
ー
化
、
商
品
開
発
、
出
版
な
ど
を
一

行
お
う
と
い
う
も
の
だ
。

吋

丸
亀
町
商
庖
街
に
は
編
集
部
が
あ
り
、

「
あ
ん
き
(
安
気
日
気
軽
な
と
い
、
っ
意
味
)
」
一

と
い
う
す
ぐ
れ
た
冊
子
形
式
の

P
R誌
を

出
し
て
い
る
。

た
ち
ま
ち
話
が
ま
と
ま
っ
て
、
編
集
部

の
ス
タ
ッ
フ
と
漁
港
や
農
家
に
お
ト
む
き
、

取
材
を
開
始
し
た
。
そ
し
トて
商
庖
街
に
で

き
た
ば
か
り
の
ブ
ッ
フ
エ
ス
タ
イ
一ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
や
さ
し
い
食
卓
」
で
関
係
者

を
呼
ん
で
料
理
会
を
聞
い
た
。

地
場
産
の
高
菜
「
ま
ん
ば
」
、
潜
水
服
で

採
る
二
枚
貝
「
た
い
ら
ぎ
」
を
使
っ
た
酢

味
噌
和
え
、
パ
ス
一夕
、
鍋
、
チ
ャ
ン
プ
ル

な
ど
で
あ
る
。
え
れ
も
生
産
の
現
場
か
ら

一
漁
業
骨
係
者
も
胤
理
家
も
李
え
て
稲
介
す

る
と
い
う
も
の
。
旬
、
文
化
的
背
京
、
生

産
手
法
、
地
域
性
、
流
通
、
料
理
ま
で
が

明
確
に
わ
か
る
。
好
評
で
毎
月
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。


